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◎一般会計補正予算（第３号）・・・・・・・可決
　　歳入歳出　　１億１，３４０万７千円（追加）
　　総      額　５９億１，１１２万７千円

○電子計算管理費
　・社会保障、税番号制度システム整備費・・・・・・・・・１，５３０万１千円

○諸　費
　・国庫補助金（１３件）及び県補助金（４件）等の償還金　１，６７０万８千円

○社会福祉総務費
　・障害者住宅改造助成事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・４０万円

○児童福祉総務費
　・保育料等負担軽減事業補助金・・・・・１４４万９千円

○母子衛生費
　・出産応援事業補助金・・・・・・・・・・・・９０万円

○農業振興費
　・中山間地域等直接支払交付金・・・・・１５８万５千円
　・高原町産地パワーアップ事業・・・・・３１７万５千円

○農道整備費
　・農道等の維持補修費・・・・・・・・・・・９３０万円
　・農地耕作条件改善事業（湯之元地区
　　ほ場整備未舗装農道整備）・・・・・・１，４８０万円

○観光費
　・御池キャンプ村整備費（あずま屋２棟）・・８２９万円

○道路維持費
　・道路維持補修費・・・・・・・・・・・１，３００万円
　・道路排水事業（越瀬口線）・・・・・・・・９００万円

○学校管理費
　・狭野小学校教職員トイレ改修費用・・・５１０万３千円
　・後川内中学校生徒トイレ改修費用　１，０２１万１千円
　
　

　９月議会は９月６日から９月１１日までの６日間の会期で開かれました。

　今回の定例会は平成２９年度補正予算関連４件、同意１件、報告２件、工

事請負契約１件、条例２件で全て原案どおり同意、可決されました。

　なお、平成２８年度一般会計歳入歳出決算認定、特別会計決算認定、企業

会計決算認定については提案理由の説明と総括質疑を行い、閉会中の審査を

行うことになりました。

　また、議員発議（意見書）１件を採択しました。

９
月
定
例
議
会

　
　
あ
ら
ま
し

９
月
定
例
議
会

　
　
あ
ら
ま
し

▲農道整備（湯之元地区）

▲道路排水事業（越瀬口線）

主な内容
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ここが聞きたい　　　問＆答

一   

問

質

般

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!

陣　　圭介議員

行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進
を
！

行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進
を
！

○
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
　
行
財
政
改
革
の
更
な
る
推

進
を
是
非
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
が
。

答
　
指
定
管
理
者
導
入
、
民
間

委
託
等
に
よ
る
人
件
費
削
減
等
、

様
々
な
行
財
政
改
革
を
実
施
し

て
き
た
。
今
後
も
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
が
、
事
務
事
業
の
必

要
性
・
効
果
等
検
証
を
行
い
な

が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
の
確

立
に
努
め
る
。

問
　
完
全
無
料
化
が
実
現
で
き

て
い
な
い
子
育
て
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
考
え
は
？

答
　
完
全
無
料
化
を
目
指
し
な

が
ら
、
高
校
就
学
生
ま
で
含
め

て
財
源
の
確
保
を
は
か
っ
て
い

く
事
が
子
育
て
支
援
、
子
育
て

世
代
の
親
御
さ
ん
の
負
担
軽
減

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
通
学
路
の
街
灯
設
置
等
、

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
？

答
　
危
険
箇
所
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
な
が
ら
、
早
期
に
、

通
学
に
お
け
る
子
ど
も
さ
ん
方

の
安
全
を
担
保
で
き
る
よ
う
に

努
め
る
。

○
職
務
に
関
す
る
働
き
か
け
に

つ
い
て

問
　
要
綱
制
定
の
背
景
や
内
容

は
？

答
　
全
国
の
自
治
体
の
例
を
参

考
に
制
定
し
た
要
綱
で
、
法
令

等
に
違
反
す
る
働
き
か
け
を
な

く
し
、
公
正
、
公
平
な
町
政
運

営
の
確
立
を
目
指
す
。

○
入
札
制
度
改
革
を
！

問
　
入
札
制
度
検
討
委
員
会
に

お
け
る
検
討
内
容
や
結
論
等
は

？答
　
予
算
執
行
伺
い
か
ら
契
約

書
締
結
ま
で
の
入
札
契
約
事
務

の
検
証
と
予
定
価
格
、
指
名
業

者
の
公
表
等
に
つ
い
て
再
度
検

証
し
た
。
今
後
、
公
正
及
び
透

明
性
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、

こ
の
検
討
委
員
会
の
中
で
議
論

を
重
ね
、
よ
り
よ
い
入
札
制
度

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

○
保
育
現
場
と
の
協
議
の
充
実

を
！

問
　
具
体
的
方
針
等
は
？

答
　
平
成
28
年
５
月
か
ら
保
育

会
の
所
長
会
に
参
加
す
る
形
で
、

協
議
の
場
を
設
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
国
等
の
情
報
に
つ
い
て

説
明
し
た
り
、
保
育
現
場
の
要

望
等
を
直
接
お
聞
か
せ
い
た
だ

い
て
い
る
。
保
育
現
場
、
実
務

者
の
声
を
聴
く
場
と
し
て
今
後

も
活
用
し
、
保
育
行
政
に
反
映

さ
せ
た
い
。

○
行
政
機
構
の
ス
リ
ム
化
を
！

問
　
本
町
の
行
政
機
構
は
、
ス

リ
ム
化
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

行
財
政
改
革
の
推
進
と
い
う
観

点
で
も
好
ま
し
い
と
考
え
る
が
。

答
　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や

新
た
な
行
政
課
題
を
は
じ
め
、

こ
れ
に
伴
う
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
施
策
に
的
確
に
対
応
で

き
る
組
織
体
制
づ
く
り
に
努
め

る
。

○
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
を
！

問
　
庁
舎
業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
の
方
策
と
し
て
の
電
子
デ

ー
タ
活
用
に
つ
い
て
方
針
等
は

？答
　
平
成
28
年
５
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ

国
家
創
造
宣
言
」
の
中
で
、
行

政
機
関
に
お
け
る
効
率
的
な
事

務
遂
行
を
図
る
た
め
、
会
議
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
を
推
進
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
等
電
子
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
効
率
的
な
行
政
運

営
の
在
り
方
を
検
証
し
て
い
く
。
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ここが聞きたい　　　問＆答

中村　　昇 議員

自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て

自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て

○
窓
口
業
務
の
外
部
委
託
に
つ

い
て

問　
地
方
自
治
法
の
改
定
が
あ

り
、
窓
口
業
務
を
地
方
独
立
行

政
法
人
に
外
部
委
託
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
自
治
体
職
員
と

法
人
職
員
が
業
務
上
、
直
接
や

り
と
り
を
行
え
ば
違
法
な
業
務

請
負
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
。

住
民
の
生
活
と
権
利
を
保
障
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

つ
な
げ
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
、

切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
改
正
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答　
業
務
委
託
は
公
権
力
の
行

使
や
情
報
管
理
の
あ
り
方
等
も

あ
り
、
今
後
検
証
が
必
要
。

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に

つ
い
て

問　
自
治
体
の
臨
時
職
員
や
非

が
あ
っ
た
。
厚
生
労
働
省
は
平

成
30
年
度
に
は
保
険
料
の
激
変

が
生
じ
な
い
よ
う
な
検
討
を
求

め
た
と
国
保
新
聞
が
報
じ
て
い

る
。
第
３
回
の
試
算
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答　
第
３
回
試
算
業
務
が
８
月

中
に
は
終
了
の
予
定
が
遅
れ
て

い
て
、
公
表
が
遅
れ
て
い
る
。

○
介
護
保
険
に
つ
い
て

問　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
強
化
の
た
め
の
法
改
正
が

行
わ
れ
た
。
改
正
で
は
市
町
村

の
権
限
強
化
と
し
て
財
政
的
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
導
入
さ
れ
る
。

今
回
の
措
置
は
国
が
定
め
た
指

標
と
交
付
金
に
よ
っ
て
「
自
立

支
援
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
要
介

護
度
や
給
付
費
の
低
減
を
競
わ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
介
護
保
険

か
ら
の
「
卒
業
」
の
強
要
や
介

護
度
の
認
定
の
厳
格
化
、
窓
口

で
の
門
前
払
い
な
ど
に
自
治
体

を
駆
り
立
て
る
こ
と
は
、
先
行

事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

常
勤
職
員
の
待
遇
に
大
き
く
関

わ
る
法
改
正
が
あ
っ
た
。
任
期

の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
中
心

の
公
務
運
営
と
い
う
原
則
を
逸

脱
し
、
自
治
体
の
あ
り
方
を
大

き
く
変
え
か
ね
な
い
。
見
解
を

伺
う
。

答　
平
成
32
年
度
か
ら
の
導
入

に
向
け
て
、
勤
務
条
件
、
条
例

等
の
整
備
を
す
す
め
て
い
る
。

問　
衆
参
両
院
の
付
帯
決
議
も

あ
り
、
労
働
組
合
と
の
十
分
な

協
議
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
職
員
団
体
と
は
十
分
な
協

議
、
確
認
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

○
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県

化
に
つ
い
て

問　
宮
日
新
聞
に
国
保
の
制
度

変
更
に
よ
り
、
高
齢
者
や
低
所

得
者
が
多
い
国
保
加
入
者
の
負

担
増
が
懸
念
さ
れ
る
と
の
報
道

改
正
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答　
財
政
的
な
面
だ
け
で
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
本
人
の
実
態

や
家
族
の
方
々
が
ど
の
よ
う
な

状
況
に
あ
る
の
か
、
ニ
ー
ズ
を

丁
寧
に
聞
き
把
握
し
な
が
ら
対

応
し
た
い
。

問　
25
項
目
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
で
は
本
人
の
実
態
や
必

要
な
支
援
の
状
況
は
把
握
で
き

な
い
。
必
要
な
介
護
認
定
が
行

わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
で
は
、
正
確
な
チ
ェ
ッ

ク
内
容
と
な
る
よ
う
に
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
等
が
、
本
人
や
家
族
と
面

談
し
、
話
を
聞
き
な
が
ら
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
の
作
成
を
行
っ
て

い
る
。

▲住民係（窓口）



益本　一博 議員

議会だより No.615

ここが聞きたい　　　問＆答

地
区
公
民
館
の

　
　
　
改
修
を
早
急
に
！

地
区
公
民
館
の

　
　
　
改
修
を
早
急
に
！

○
「
２
０
２
５
年
問
題
」
に
つ

い
て

問　
「
団
塊
の
世
代
」
が
、
２

０
２
５
年
に
は
後
期
高
齢
者
に

な
り
、
医
療
・
福
祉
、
国
民
健

康
保
険
・
年
金
制
度
等
影
響
が

心
配
さ
れ
て
い
る
。
「
２
０
２

５
年
問
題
」
が
、
町
民
の
生
活

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
。
財
政
的
に
は
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

答　
昨
年
策
定
の
「
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
」
で
は
、
高
齢
者
人
口
は
、

２
０
２
５
年
に
は
43
・
８
％
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

「
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標
を

踏
ま
え
、
高
齢
者
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
全

力
で
取
り
組
む
。

○
「
高
齢
者
介
護
」
に
つ
い
て

問　
「
地
域
密
着
・
包
括
シ
ス

テ
ム
」
は
、
要
介
護
状
態
と
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
医
療
、
介
護
、
住
ま
い
等
生

活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
。
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
、
人
選
は
。

答　
主
な
業
務
は
、
①
地
域
の

ニ
ー
ズ
の
発
掘
、
②
他
組
織
へ

の
協
力
・
連
携
、
④
地
域
の
方

針
の
共
有
、
⑤
生
活
支
援
担
い

手
の
育
成
、
⑥
ニ
ー
ズ
と
サ
ー

ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
で
あ
る
。

介
護
保
険
制
度
等
を
理
解
し
て

い
る
方
を
現
在
人
選
中
。

問　
総
合
支
援
事
業
で
は
、
軽

度
の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
が

介
護
給
付
か
ら
地
域
支
援
事
業

に
移
っ
た
。
結
果
、
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
心
配

す
る
人
も
い
る
が
。

答　
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
の

希
望
者
が
、
新
規
で
４
名
い
た

が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
例
は
な
い
。

問　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、

加
齢
等
に
よ
り
要
介
護
度
が
高

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
一
方

「
要
介
護
２
か
ら
要
介
護
１
」

に
要
介
護
認
定
が
下
が
っ
た
方

は
、
運
動
や
食
生
活
の
改
善
等

の
努
力
を
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
介
護
保
険
支
給
限
度
額
が

下
が
っ
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
等
の
給
付
が
減
額
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
努
力
し
た
方

や
事
業
所
が
認
め
ら
れ
る
対
応

は
で
き
な
い
か
。

答　
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

  

○
公
民
館
の
環
境
改
善
に
つ
い

て問　
「
茶
飲
み
場
」
や
「
１
０

０
歳
体
操
」
が
各
公
民
館
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
利
用
者
の

懸
念
は
女
性
用
の
ト
イ
レ
と
段

差
の
多
い
公
民
館
の
構
造
だ
。

高
齢
者
が
ト
イ
レ
や
公
民
館
の

段
差
を
理
由
に
選
挙
に
行
か
な

い
と
い
う
話
も
聞
く
。
改
修
を

急
ぐ
べ
き
で
は
。

答　
玄
関
の
段
差
や
ト
イ
レ
等

を
理
由
に
、
地
区
の
行
事
へ
の

参
加
を
た
め
ら
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
ト
イ

レ
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

急
務
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
公
民
館
改
修
の
計

画
と
経
費
の
総
額
は
。

答　
概
算
で
、
２
〜
３
０
０
０

万
円
と
見
込
ま
れ
る
。
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
た
い
。

問　
台
風
襲
来
時
、
公
民
館
が

避
難
所
に
な
る
が
機
能
が
不
十

分
。

答　
改
修
を
で
き
る
限
り
早
く

終
わ
ら
せ
た
い
。

問　
川
平
の
公
民
館
は
、
経
年

劣
化
が
進
み
、
雨
漏
り
が
激
し

い
。
教
育
委
員
会
の
方
針
は
。

答　
川
平
多
目
的
集
会
施
設

（
昭
和
56
年
建
設
）
は
、
建
て

替
え
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に

つ
い
て
区
と
協
議
す
る
。
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総務経済常任委員会総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

◎調査期日…平成２９年８月２２日（火）

◎調査期日…平成２９年７月７日（金）

◎調査対象…後川内中学校、高原中学校

◎調査事項…高原町の耕地利用の状況等について        

　（１）許認可の状況について        

　　　　H２７のセンサスでは１０６３戸        

　　　　経営数７３４戸（内２９３戸認定農家　経営体　　個人２６３　　法人３０）        

　（２）耕地の利用状況について　　　　　　　　　（Ｈ２７）        

　　　　復旧可能耕地は・・・・Ａ分類　４６．５ha（５６ha）

　　　　復旧不可能耕地は・・・Ｂ分類　２９．８ha（４３ha）        

  　　　　　　　　　　 計   ７６．３ha（９９ha）     

　（３）農地中間管理事業について        

　　　   農地中間管理事業は、農政畜産課で推進し、農委が許認可している。        

　　　   当事業は、当初とすると著しく事業が変遷し遅遅として進まない。        

　　　　（理由として貸付期間が１０年と長く、５年を過ぎると借り手の変更もあり得ることと

　　　　　農業経営基盤強化促進事業を利用しているため。）        

　　　   条件の悪い農地は引き受けない。        

　（４）農業委員と農地利用最適化推進委員の業務分担について        

         　７月２０日に新体制への移行        

　　　　農業委員７名、最適化推進委員８名        

　　　　７月２８日初定例総会        

　（５）その他        

　　　　農地の相続未登記　　１６．０％　　３８７．７ha        

　　　　　　　　　県全体　　２４．７％　　        

◎調査事項…学校司書の活動について        

　　　　　　　平成２８年度から２名の学校司書を配置。

　　　　　　週５日間、曜日を分けて町内６小中学校を巡回

　　　　　　勤務いただき、図書の整理、掲示物作成、読書

　　　　　　啓発等の各種司書業務に従事いただいている。

　　　　　　　また、図書の読み聞かせ（週１～２回程度）や図書コラボ給食（本に出てくるメ

　　　　　　ニューを給食で味わう）等の新しい活動にも取り組み、後川内小中学校では、読み

　　　　　　聞かせサークルのフルーツバスケットが月２回の活動を行っている。

　　　　　　　２年目の事業ではあるが、学校からの評価は高く、「従来、教諭が空き時間に行

　　　　　　っていた作業（特に図書の整理・廃棄）を司書に担当していただくことで、教諭が

　　　　　　それ以外の業務に集中できる」等の感想が挙げられた。

※町内小中学校図書室地域開放事業

　　平成２９年７月３日より、学校図書室を子どもと地域とのふれあいの場所にすることを目的

　として、学校図書室の一般開放が開始されています。学校司書が勤務されている週２日程度（９

　時〜１５時）の間、町民の方を対象として、学校の図書室を利用出来ます。是非ご利用下さい。

    

８・９月に調査予定  

　　

高原町を見つめる 委員会所管事務調査
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平成２９年　第４回（８月）臨時会議決結果

平成２９年　第５回（９月）定例会議決結果

○：賛成、●：反対、除：除斥、欠：欠席

議案番号 件　　　　　　名
議決

結果

⑧
陣     

圭 

介

③
北  

迫    

泉

⑥
反 
田 
吉 

已

④
中 

村     
昇

⑤
温 

谷 
文 
雄

①
益 

本 

一 

博

②
松 

元 

茂 

春

⑨
清 

水 

公 

雄

⑦
入 
佐 

廣 

登

⑩
宮  

司

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ -特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例及び町長等の
給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

可決

議案番号 件　　　　　　名
議決

結果

⑧
陣     

圭 

介

③
北  

迫    

泉

⑥
反 

田 

吉 

已

④
中 

村     

昇

⑤
温 

谷 

文 

雄

①
益 

本 

一 

博

②
松 

元 

茂 

春

⑨
清 

水 

公 

雄

⑦
入 

佐 

廣 

登

⑩
宮  

司

高原町企業立地促進のための固定資産税の課税の特例に関
する条例の一部を改正する条例

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第37号

同意第９号

発議第２号

報告第７号

報告第８号

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可決 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ -

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

高原町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例

工事請負契約について

平成２９年度高原町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）
平成２９年度高原町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）
平成２９年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）

平成２９年度高原町一般会計補正予算（第３号）

固定資産評価審査委員会の委員の選任について

継続費精算報告書について

平成２８年度高原町健全化判断比率及び資金不足比率につ
いて

報告

報告

森林環境税（仮称）の早期創設を求める意見書（案）

平成２８年度高原町健全化判断比率

平成２８年度高原町資金不足比率

１　実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、実質赤字額及び連結実質赤字額が生じていな
　　いため、記載は「−」としている。
２　将来負担比率は、数値がマイナスのため、記載は「−」としている。
３　括弧内の数値は、早期健全化基準を記載している。

１　各会計とも資金不足額が生じていないため、記載は「−」としている。

（単位：％）

（１５．００） （２０．００） （２５．０）
　８．２ −

−

−
−
−

−−
（３５０．０）

特　別　会　計　の　名　称 資金不足比率

高　原　町　水　道　事　業　会　計

高 原 町 工 業 用 水 道 事 業 会 計

高　原　町　病　院　事　業　会　計

高原町農業集落排水事業特別会計

（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
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南
狭
野
地
区
茶
飲
み
場
は
、
毎
週
第

１
、
第
３
木
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。

　

い
き
い
き
体
操
で
始
ま
り
ま
す
。
天

気
の
良
い
日
は
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
も
行
っ
て
お
り
皆
さ
ん
体
力
維
持

の
た
め
楽
し
い
汗
を
か
い
て
お
り
ま
す
。

　

血
圧
測
定
の
あ
と
、
霧
島
連
山
を
窓

越
し
に
眺
め
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
何
で

も
話
せ
る
仲
間
の
絆
を
大
切
に
、
昔
話

に
花
が
咲
き
、
時
間
を
忘
れ
る
程
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

茶飲み場 茶飲み場 

　
仙
台
市
で
開
か
れ
て
い
た
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
で
県
勢
が

肉
牛
の
部
で
最
高
賞
・
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
三
大
会
連
続
で
日

本
一
を
獲
得
し
ま
し
た
。
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
高
校
生
と
し
て
30
年
ぶ
り
に

出
場
し
た
小
林
秀
峰
高
校
は
、

２
区
で
優
等
５
席
と
健
闘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
和
牛
審
査
競
技
会
で
は
、
高

校
生
の
部
で
同
校
の
曽
山
撤
丙

太
さ
ん
︵
高
原
町
・
湯
之
元
︶

が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
次
の
鹿
児
島
大
会
で
は
本
町

か
ら
も
出
場
で
き
る
よ
う
に
、

曽
山
さ
ん
は
じ
め
こ
れ
ま
で
紙

面
で
紹
介
し
て
き
た
農
業
の
担

い
手
で
あ
る

“

若
い
力”　

に
大
い
に
期

待
す
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

︵
中
村
　
昇
︶

編
集
後
記

シリーズ②

小
塚
地
区
茶
飲
み
場

南
狭
野
地
区
茶
飲
み
場

　

こ
の
日
は
、
皇
子
原
学
園
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

な
ど
が
あ
り
、
全
員
参
加
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
い
つ
も
は
12~

13
人
集
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
は

「
会
わ
な
い
と
気
に
な
っ
た
り
す
る
」
「
町
内
の
色

々
な
こ
と
を
話
が
で
き
る
」
「
今
ま
で
こ
う
し
た
場

が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
が
た
い
」
「
唯
一
の
楽
し
み
」

な
ど
と
茶
飲
み
場
が“

憩
い
の
場”

に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
茶
菓
子
は
我
が
家
の
漬
物
な
ど
を
持
ち
寄
り

ま
す
。

　

こ
の
日
は
大
阪
よ
り
移
住
さ
れ
た
中
原
美
恵
さ
ん

の
参
加
も
あ
り
、
移
住
し
た
理
由
を
伺
う
と
高
原
に

墓
参
り
に
く
る
中
で
、
高
千
穂
の
峰
が
す
ば
ら
し
く

こ
こ
に
決
め
た

と
い
う
こ
と
で

す
。

　

み
な
さ
ん
か

ら
は
「
朝
早
く

か
ら
（
ゴ
マ
栽

培
）
は
め
っ
け

や
い
よ
」
と
の

評
判
で
す
。
終

始
な
ご
や
か
な

茶
飲
み
場

で
す
。
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